
平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九

五
五
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
の

一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

人
事
院
総
裁

一
宮
な
ほ
み

人
事
院
規
則
九

五
五

一
二
七

人
事
院
規
則
九

五
五
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九

五
五
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
一
の
表
北
海
道
の
項
中
「
阿
寒
湖
自
然
保
護
官
事
務
所
」
を
「
阿
寒
湖
管
理
官
事
務
所
」
に
、「
川
湯
自
然
保

護
官
事
務
所
」
を
「
阿
寒
国
立
公
園
管
理
事
務
所
」
に
改
め
る
。

別
表
の
一
の
表
青
森
県
の
項
中
「
十
和
田
自
然
保
護
官
事
務
所
」
を
「
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
管
理
事
務
所
」
に

改
め
る
。

別
表
の
一
の
表
東
京
都
の
項
中
「
小
笠
原
村
父
島
字
西
町
三
の
一
」
を
「
小
笠
原
村
父
島
字
西
町
」
に
改
め
る
。

別
表
の
一
の
表
島
根
県
の
項
中
「
隠
岐
自
然
保
護
官
事
務
所
」
を
「
隠
岐
管
理
官
事
務
所
」
に
改
め
る
。

別
表
の
一
の
表
大
分
県
の
項
中
「
く
じ
ゅ
う
自
然
保
護
官
事
務
所
」
を
「
く
じ
ゅ
う
管
理
官
事
務
所
」
に
改
め
る
。

別
表
の
一
の
表
沖
縄
県
の
項
中
「
大
阪
航
空
局
下
地
島
空
港
出
張
所
」
を
「
宮
古
空
港
・
航
空
路
監
視
レ
ー
ダ
ー
事

務
所
下
地
島
空
港
分
室
」
に
改
め
る
。

別
表
の
一
の
表
備
考
第
二
項
中
「
川
湯
自
然
保
護
官
事
務
所
」
を
「
阿
寒
国
立
公
園
管
理
事
務
所
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九

一
二
三
（
本
府
省
業
務
調
整
手

当
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

人
事
院
総
裁

一
宮
な
ほ
み

人
事
院
規
則
九

一
二
三

二
九

人
事
院
規
則
九

一
二
三
（
本
府
省
業
務
調
整
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九

一
二
三
（
本
府
省
業
務
調
整
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
号
中
エ
を
テ
と
し
、
ワ
か
ら
コ
ま
で
を
カ
か
ら
エ
ま
で
と
し
、
ヲ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ワ

総
合
海
洋
政
策
推
進
事
務
局

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一
五

一
四
（
職
員

の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

人
事
院
総
裁

一
宮
な
ほ
み

人
事
院
規
則
一
五

一
四

三
三

人
事
院
規
則
一
五

一
四
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
五

一
四
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
五
第
一
項
中
「
第
六
条
の
四
第
二
項
」
を
「
第
六
条
の
四
第
一
号
」
に
改
め
、「
養
育
里
親
」
の
下
に「（
以

下
「
養
育
里
親
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
第
六
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
六
条
の
四
第
二
号
」
に
、「
里
親
で
あ
っ
て
養

子
縁
組
に
よ
っ
て
養
親
と
な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
者
」
を
「
養
子
縁
組
里
親（
以
下「
養
子
縁
組
里
親
」と
い
う
。）」

に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
リ
中
「
気
象
庁
の
本
庁
、
地
方
気
象
台
若
し
く
は
測
候
所
の
地
震
、
気
象
等
の
観
測
施
設

又
は
」
を
削
り
、「
地
方
整
備
局
若
し
く
は
」
を
「
地
方
整
備
局
又
は
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
第
八
号
中
「
同
法
第
六
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
里
親
で
あ
っ
て
、
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
養

親
と
な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
者
」
を
「
養
子
縁
組
里
親
で
あ
る
者
」
に
改
め
、「
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
」
を
削

り
、「
同
法
第
二
十
七
条
第
四
項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
、「
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
養
親
と
な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る

者
と
し
て
」
を
「
養
子
縁
組
里
親
と
し
て
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一
五

一
五
（
非
常

勤
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

人
事
院
総
裁

一
宮
な
ほ
み

人
事
院
規
則
一
五

一
五

一
五

人
事
院
規
則
一
五

一
五
（
非
常
勤
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
五

一
五
（
非
常
勤
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
六
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
六
条
の
四
第
二
号
」
に
、「
里
親
で
あ
っ
て
、
養
子
縁
組

に
よ
っ
て
養
親
と
な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
者
」
を
「
養
子
縁
組
里
親
で
あ
る
者
」
に
、「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
条

第
一
号
」
に
、「
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
養
親
と
な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
者
と
し
て
」
を
「
同
法
第
六
条
の
四
第
二
号

に
規
定
す
る
養
子
縁
組
里
親
と
し
て
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一
六

三
（
災
害
を
受
け
た
職
員
の
福
祉
事
業
）

の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

人
事
院
総
裁

一
宮
な
ほ
み

人
事
院
規
則
一
六

三

四
五

人
事
院
規
則
一
六

三
（
災
害
を
受
け
た
職
員
の
福
祉
事
業
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
六

三
（
災
害
を
受
け
た
職
員
の
福
祉
事
業
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
一
号
中
「
一
万
三
千
円
」
を
「
一
万
四
千
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
一
万
七
千
円
」
を
「
一
万

八
千
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一
九

〇
（
職
員
の
育
児
休
業

等
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

人
事
院
総
裁

一
宮
な
ほ
み

人
事
院
規
則
一
九

〇

一
二

人
事
院
規
則
一
九

〇
（
職
員
の
育
児
休
業
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
九

〇
（
職
員
の
育
児
休
業
等
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
中
「
第
六
条
の
四
第
二
項
」
を
「
第
六
条
の
四
第
一
号
」
に
、「
第
六
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
六
条
の

四
第
二
号
」
に
、「
里
親
で
あ
っ
て
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
養
親
と
な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
者
」
を「
養
子
縁
組
里
親
」

に
改
め
る
。

第
四
条
第
六
号
中
「
別
居
し
た
こ
と
」
の
下
に
「
、
育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
児
童
福
祉
法
第
三
十
九
条
第
一

項
に
規
定
す
る
保
育
所
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園
又
は
児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
第
二
項
に

規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事
業
等
（
以
下
「
保
育
所
等
」
と
い
う
。）に
お
け
る
保
育
の
利
用
を
希
望
し
、
申
込
み
を
行
っ

て
い
る
が
、
当
面
そ
の
実
施
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
」
を
加
え
る
。

第
七
条
中
「
別
居
し
た
こ
と
」
の
下
に
「
、
育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
保
育
所
等
に
お
け
る
保
育
の
利
用
を
希

望
し
、
申
込
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
当
面
そ
の
実
施
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
」
を
加
え
る
。

第
十
八
条
第
七
号
中
「
別
居
し
た
こ
と
」
の
下
に
「
、
育
児
短
時
間
勤
務
に
係
る
子
に
つ
い
て
保
育
所
等
に
お
け
る

保
育
の
利
用
を
希
望
し
、
申
込
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
当
面
そ
の
実
施
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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